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産学官連携活動と高専教育
独立行政法人　国立高等専門学校機構　理事
工学博士  　五十嵐　一男

　地球温暖化やエネルギー・鉱物資源の偏在化に伴う問題
など地球規模で対処が望まれる諸課題の顕在化、新興国の
台頭による産業・経済の多極化、一国の経済破綻が世界的な
経済危機に発展する経済グローバル化など世界を取り巻く諸
環境は前世紀後半からより厳しさを増しています。産業界で
は、厳しい経済・環境制約の中、自社技術を常に深化させな
がら産業構造をも変革させて国際競争力、すなわち技術・コ
スト競争に勝ち抜くための並々ならぬ努力が続けられていま
が、依然として厳しい状況が続いています。産業界と連携する
上で、またそこに卒業生を送り出す側の認識として、そのような
状況にある産業界が求める国立高専とは如何にあるべきか、高専が輩出する人材とは何か
を常に検討・整理しておく必要があります。
　高専は、産業界からの強い要請に応えて昭和37年の第一期12校の創立からスタートし、
現在51校・55キャンパスに展開しています。創立時から「創造性のある実践的技術者の育
成」をミッションとし、それらを体した多くの卒業生を産業界に輩出してきたところです。先
頃、「大学における実践的技術者教育のあり方に関する協力者会議」（文部科学省）が
大学の技術系人材の育成のあり方として、各専門分野の優れた技術者の育成に留まらず
個別の知識を実社会に展開できる実践的な技術者の育成が重要と報告しています。高専
で行ってきた技術系人材の育成は、まさにとりまとめられた人材像を先駆けして実践・育
成してきたものであり、とりわけ産学官連携活動を通した実践教育はより重要度を増してき
ており、一層きめ細かい取組が重要となります。
　最近、（社）日本機械工業連合会から高専を対象として製造業の高度化を担う技術系
人材像に関して興味ある調査研究結果が報告されています。この報告書から読み取れる
ことは、生産技術者層に限られますが今後の高専生に望まれる人材像として、専門的な知
識をベースとして課題解決能力を身につけるだけには留まらず、グローバルな視点から生産
現場全体を掌握できる人材及び将来の動向をも分析の上戦略を立案し実行できる人材な
どが期待されている点です。このようなマルチな能力を涵養するには、従来にもまして産業
界との連携を密にした研究開発・創造活動の場が身近にあり、それらに容易に参画でき
る環境が整えられることが必要だと考えます。産学官連携活動の一環として、そのような環
境整備事業は積極的に支援していきます。
　地域産業の再生・活性化が強く望まれています。経済産業省では産業構造ビジョン
2010をとりまとめ、地域経済活性化の方策として「地域の特性に合った多様な地域の発展
モデル」を創出していくことだが必要だと提言しています。高専はこれまでも地域に根を張
って、地域産業の核となるものづくり産業や農林業に強みのある地域では、早い段階から
の農工連携などその地域の特色、強みとなる産業と連携し、成果を挙げてきた実績があり
ます。高専の強みは、単なる技術的な連携だけでなく、このような活動を通して培った人的
ネットワークの構築にもあります。地域産業の再生・活性化が強く叫ばれる中、高専はその
実績と強みを持つ組織として、再生・活性化を担う中核の立場で地域の発展モデルの構
築に貢献できるのではないでしょうか。そのためには、一地域を一つの高専のみで担う発
想から、機構組織としてのスケールメリットを活かす方策やグローバル企業への発展も視
野に入れた取組など新たな試みを組み込んだ産学官連携活動が望まれます。

役 員 就 任 の 挨 拶

　　就任に当たって（理事　兼　釧路工業高等専門学校長：岸浪建史）
　4月1日付で、国立高専機構理事に就任しました。3年前に北海道大学での教育研究活動を経て、釧

路高専校長に就任しました。ようやく釧路高専の現状と課題を把握できるようになったのではと思っ

ております。地方に位置する高専の現状と課題を背景に、第二期中期計画の課題である入学志願者の

確保、高度化再編、優れた教員の確保、教育の質の向上、教育環境の整備、研究活動の活性化、産学

連携等による社会貢献等について意見を述べさせていただき、微力ながら国立高専機構の運営に貢

献したいと思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。

　　ポスト50年に向けて（理事　兼　明石工業高等専門学校長：京兼　純）
　国立高専機構では「進化する高専、創造そして実践」というキーワードで教育研究活動を推進して

います。2年後には高専創設50周年を迎えますが、50年を機にポスト50年に向けた新たな枠組みを構

築していく必要があります。仏教用語のなかで知識という言葉があります。それは「人々が出せるもの

を出しあって、共同で一つの文化を創り出していく」ことにあり、「創り出したものが広く共有されるも

の」として捉えられています。こうした点を念頭に高専という文化を持続発展させ、育み、花開かせてい

くために微力ながらお手伝いをと考えていますので、よろしくお願い申し上げます。

　　男女共同参画への積極的な取組を願う（理事：岩熊まき）
　本年4月、理事に就任いたしました。長らく企業で技術者として歩んできました。その間、（社）日本

技術士会で委員長、副会長などを務め、現在は広報戦略特別委員をしています。また、四半世紀にわ

たり女性のキャリア形成を応援しています。女性の働く環境、女子学生の学ぶ環境の整備・改善に向

け、常に意識して取り組んでいかなければなりません。高専の現場では、女子学生にとって、よき相談

相手となる女性教員数を増やし、男女共同参画面での先進的な取組を通じ、社会に認められる事業

を計画・展開し、実態を形成していくことが課題と考えています。微力ではありますがこれらの課題に

取り組んでいきたいと思います。

　　高専関係者の皆様へのエール（監事：斎藤秀俊）
　新任監事として、皆様にエールをおくります。高専は社会から高い評価を得ています。都道府県ごと

の入試難易度からもそれを容易に推測することができます。地域が抱く興味・関心と高専の取組が

一致している県ではトップクラスの高い評価を受けています。たとえば、産業用ロボットの稼働率の高

い県にある高専がロボコンで優れた成績をおさめていれば、県民が受けるインパクトは計り知れませ

ん。各高専の取組とその広報の視点を地域の関心という観点で点検し、より期待される高専づくりの

役に立つ成果を提供していきたいと考えています。




